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大事自書量 E題部興信 京 揮
T 607-8175京都市山科区大宅山岡町 34 京都橘女子大学図書館 関北十生気付

(Tel) 075ム574-4118 (Fax) 075-574-4124 

大図研京都支部主催(再録)

九営

インターネットの急速な普及、進行するアウトソーシング等々、国書館をめぐる状況は

私たちの予想をはるかにこえて変化しています。大図研京都支部では昨年より倒会を再開

していますが、取り上げねばならないテーマには事欠きません。そこで今年最初の例会で

は研究者の立場からみたこれからの図書館を考えてみたいと思います。

年度末で何かとご多忙とは思いますが、ぜひご参加ください。

日時 3.F.16 B (土〉 午後 1時~

会場: 京大会館、 2F 2 1 1号室

参加費: ドリンク付きで 一人 500円

テーマおよび講師

『アジア太平洋時代と図書館J(仮題)/堀田技太部民

(立命館大学園瞭関係学協教授〉

[*準備の都合がありますので、参加希望者は 3月 3sお雛様の日までにメール(下記)

1 又は電話で最寄りの支部委員に申し込んで下さい。 l

く肉容〉

(01'ヲタホ平洋時代とは個tJ(情報格差と図書館業務)

(2)1'ヲ?太平岸地蟻と圏睡盤(イン

ターネット、電子メールの活用と図書

館情報)

(3)膏斜データべースの活用と国璽笛

業務(学生 a 院生支援制度との関連で、

研究支援との関連で)

(品)7'ヲ7ヲホ平洋を愚望し定菌璽題と

購報ネットワーワ(アジア太平洋大学

協会、アジア太平洋大学穣働性(UMAP) 

計画、その他〉

|大図研 3月例会のお知らせ・・・・・・・・・・ 1頁

支部報復刻版(製本)の発刊についてお知ら

せとお願い・... . . . . .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. ..・・・ 2頁

第 6回支部委員会の報告・・・・・・・・・・・・ 4頁

連載小説 (15) ジュウ・・・・・・・・・・・...5頁

数珠つなぎ (35) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6頁
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大図研京都 NO.167(I999.2) 

向、，凶剤、，脳内向》

大学図書館問題研究会 30周年記念

安部報復刻版〈製高)の発刊!之ついて

お知らせとお顕い
a~~ ~~~・_.‘・ 4 ムム-~--~-

大図研 30周年を記念して、京都支部報復刻版を作成し、今年中に会員のみなさんに配

布したいと考えています。

復刻される支部報は創刊号 (No1) ~ No 1 5 0号としますc

創刊号は、 1978年 10月 28日に発行されています。以後、 No150号の発行 (1997年 8月 15
日)まで、約 20年が経過しています。
初期の支部報はガリ版尉りです。従って、復刻版は写真製版で当時の支部報の姿そのま

まを復刻したいと思います。

しかし、 20年の歳月が過ぎ、現物が編集部の手元にあるのは一部です。初期のものは、

コピーです。
従って、編集部としては、会員のみなさんが保存されている支部報を、これを機にもう

一度整理していただき、復刻版作成のためにご寄贈、又は一時箇し出していただきたいと

思います。

下記一覧表をご覧いただき、該当の支部報を所蔵されています方は、最寄りの支部委員
へ当該支部報を「寄贈」又は「貸出」いずれかの意志表示をして、渡して下さい。 また、

直接郵送される場合は、編集責任者 間北までご送付をお願いします。
みんなの協力で、素晴らしい「支部報復刻版Jを発行し、大図研京都支部の活動を振り

返り、歴史のーコマを後世に伝え、残しましょう。
また、とのことは、会員のみなさんの個人史のひとコマでもあります。

『庭園覇 軍醤吏薗聾 豊富輔宙開盟の理斌【'999/02115現在】
巻号 発行日 現物掻態 現物要否 巻号 発行日 現物様態 現物要否

1 1 1978/10/28 有 21 1982/06/25 O有

211978111113 有 22 1982/09/01 有

3 i 1979/01/10 有 23 1982110/01 コピー 要

411979/05/02 コピー 要 24 1983/06101 有

511979/10115 有 25 1983/08/01 有

611979112/22 コピー 要 26 1983/09/01 有 中
711980/ 有 27 1983/10101 有
8 1198011 0/07 有 28 1983/12/01 有

911980/11/05 有 29 1984101/01 有

10 1980/12111 有 30 1984/02115 有

11 1981102116 有 31 1984/03/15 有

12 不明 なし 要 32 1984/06/01 コピー 要

13 1981/06/12 有 33 1984/07/01 コピー 要

14 1981108/ 有 34 1984110/01 コピー 要

15 1981/10/ コピー 要 35 1985/02/01 コピー 要

16 19811121 有 36 1985/08/15 コピー 要

17 1982/01/ 有 37 1985/09/15 コピー 要

18 1982/02120 有 38 1985111/01 なし 要

19 1982104/02 O有 39 1985112101 コピー 要

20 1982105/01 O有 ( 40 不明 なし 要 次ページへ
，、、

(注幽1)

(注之)

「現物様態」欄で・又はOが付いているのは京都橘女子大学図書館所蔵の支部
報です。・印は蔵書印が押印されているもの、 Oは蔵書印なしの支部報です。
「現物様態」欄で「コピー」と警かれている支部報はコピーしかないと言う意味
ですc コピーですので写りが悪く読めない所ちありますので、可能な限り現物が
欲しいと思っています。
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大図研京都 NO.167(1999.2) 

巻号 発行日 現物様態 現物要否 券号 発行日 現物様態 現物要否
41 1986110/15 コピー 要 96 1993/01112 @有 要
42 1987/03/01 なし 要 97 1993/02125 なし 要
43 1987/04/15 O有 98 1993/03/16 @有 要
44 1987/08/01 コピー 要 99 1993/04112 @有 要

45 1987110/15 コピー 要 100 1993/05/30 O有
46 1988/03/01 なし 要 101 1993/06/20 O有

47 1988/04/01 コピー 要 102 1993/07/15 なし 要
48 1988/05/01 コピー 要 103 1993/08/31 O有

49 1988/06/15 コピー 要 104 1993/09120 なし 要

50 1988/07/15 なし 要 105 1993/10/20 -有 要

51 1988/08/15 O宥 106 1993/11/10 -有 要

52 1988/09/15 O有 107 1993112110 @有 要

53 1989/03/15 有 108 1994/01/10 @有 要

54 1989/倒/15O有 109 1994/02/17 O有

55 1989/05/15 O有 110 1994/03/30 O有

56 1989/06115 O有 111 1994/04/20 O有
57 1989/07/15 O有 112 1994/05/25 0有

58 1989/09/25 コピー 要 113 1994/06110 O有

59 1989/10/01 O有 114 1994/07/05 O有

60 1989/11115 O有 115 1994/08/30 @有 要

61 1989112/15 なし 要 116 1994/09/30 0有

62 1990/01115 なし 要 117 1994110/15 O有

63 1990/02/15 有 118 1994/12/15 @有 要

64 1990/04/01 なし 要 119 1995/01110 O有

65 ]990/05/15 @有 120 1995/02/10 O有

66 1990/06/15 なし 要 121 1995/03/05 O有

67 1990/07115 なし 要 122 1995/04/10 @有 要

68 1990/08115 なし 要 123 1995/05/30 O有

69 1990110/09 なし 要 124 1995/06110 0有

70 1990/11/15 なし 要 125 i 1995/07/05 O有

71 1990/12/05 なし 要 126 1995/08/20 O有

72 1991/01/15 @有 要 127 1995/09115 O有

73 1991102/15 @有 要 128 1995110/15 O有

74 1991103/15 有 129 1995111/15 O有

75 1991/04115 なし 要 130 1995/12/10 0有

76 1991/05115 なし 要 131 1996/01/10 O有

77 1991106/01 有 132 1996/02/ なし 要

78 1991/07/01 @有 要 133 1996/03/15 O有

79 1991/08/01 .有 要 134 1996/04/10 O有

80 1991/09/01 なし 要 135 1996/05/15 O有

81 1991110/01 なし 要 136 1996/06/15 O有

82 1991/11/01 @有 要 137 1996/07/ なし

83 1991/12/01 .有 要 138 1996/08110 O有

84 1992/01/01 -有 要 139 1996/09/20 O有

85 1992/02/01 なし 要 140 1996/10/20 O有

86 1992/03101 -有 要 141 1996/11/15 O有

87 1992/04/01 なし 要 142 1996112/05 O有

88 1992/05/01 なし 要 143 ! 1997/01/15 @有 要

89 1992/06/01 @有 要 144 1997/02/15 @有 要

90 1992107/01 @有 要 145 1997/03/05 @有 要

91 1992/09/02 -有 要 146 1997/04115 @有 要

92 1992/10/01 -有 要 147 1997/05/15 有

93 1992110/15 .有 要 148 1997/06115 有

94 1992111/24 .有 要 149 1997/07/15 有

95 1992/12/08 -有 要 150 11997/08/15 有
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第 6回京都支部委員会報告・・

1 999年 2月 9日(火)同志社大学クローパーハクス(午後 7時----8時 40分)

出席篠原、呑海、田北、井上、大館 欠席:竹本、中嶋

(前回から 1名増加)

〔前回から 2名増)
(前回から 1名減)
(前回と同じ)

ポータブルマイ

名
名
名

O
E
U
-
-

Qγ 

現在の支部会員数 95名

-za--
・・・・'・・
s
・
a・
--a
・・
8

・E
・E
・--s
，••• 

，
 

-前回委員会より具体化の進麗なし。
・時期 6月末

3 .支部報について
( 1) 2月号について
・近畿 4支部新春合同例会感想、(1月 23日)/数珠つなぎ(京大

/支部報欠号状況
(2) 3月号について

・インターネット活用術(2) (呑海さん)/数珠つなぎ

4. 支部報復刻版の発行について
-支部報の収集状況があまりよくない。
・現物欠号状況を支部報に公表し、所持している会員に一時貸与を依頼する。

5. その他

1 )支部会員名簿の管理について
・会員異動を即時に反映できるようにホームベージに会員名簿を載せ、

1 D番号とパスワードでアクセスを制限する。
-支部委員のみアクセスできるようにする c

2) 3 0周年記念、グッズについて

-次回にアイデアを出す。

次回支部委員会 1 9 9 9年 3月 2日

由本さん)

(火)

a ・・・ a ・.................................・..................・ B ・........・・・............・・ a ・・・・・・ a・..~

-4-

6 . 



大図研京都 No.1670999.2) 

新 連載小説第 15回

64手逗否9

3こz グ 二Z とク

麗盟撞

美穂が出ていって暫くすると淳一が』昂ってきた。いつもは淳ーが一番に帰ってくるので
あるが、今日は率もあるし、玄関のドアの鍵もかかっていないので「あれ!J と彼は頭を
傾げて入ってきた。台所の圭子となにやら話していた。それから私の部屋に入ってきたc

「お父さん。自転車の修理に行くのでお金ちょうだい!J 

「お母さんに貰え!J と私は振り向きもせず即座に言った。

「お母さんが小さいのないから、お父さんに貰えって!J 

「いくらだJ

「千四百円」

「なに!J 

私は起きあがって言った。「なんでそんなにするんだ?J 

「だって、両方パンクしてるんだ」

「なんで両方なんだ?J 

「そんなこといったって、僕知らないよ。僕だって困ってるんだj

淳一の答えはもっともだった。私の質問のパカさかげんに恥じらいを感じた。私はしぶし

ぶお金を渡した。もうこれで利益どころかマイナスである。

私はますます気が誠入ってしまったc

それで夕食もあまり進まなかった。淳一が「お父さん、どうしたの?J とそっと圭子に聞

いた。圭子は笑顔で「あんたたちがお父さんのへそくり使ってしまってしょげてるのJと

言った。

「へえ、へそくりあったん。それでお父さんに貰えっていったの?J 

「なに! そうだったのか!J 

私はむかっとした。

「いいじゃない。思わぬ収入だったんでしょう?可愛い子供のために使ったんだから」と

圭子は平然としている。

美穂が急にゲラゲラと笑った。

「なにが可笑しい!J 

私は思わず怒鳴ってしまった。

「だって、これ可笑しいの!Jと「ホワッツマイケノレ」を読んでいる。

「お父さんも読む?j 

「いらん!食事中に漫画なんか読むな!J 

私は本を美穂から取り上げた。

食後、私はリュウを連れて散歩に出かけた。圭子は来なかった。彼女が散歩に付き合っ

たのは 3日程である。疲れると言って止めてしまった。多少涼しくなったとはいえ、リュ

ウと歩くとやはり汗だくになる。私は今日のことを考えていた。そもそも圭子に話したの

が失敗だった。私はくやしかった。私だって意地つでものがあると思った。それで、今度

は圭子にも内緒で今日行けなかった第一勧銀に明日行こうと決心した。(次号に続く)
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@ー@一・・fIt-fltflt-fItー fltflt.一fIT-..-・・・fIt-8-・・-e-・・・・-・

| 鞍標の連載コーナー!! fIT 

@ 京都大学エネノレギー科学研究科図書室(現工学部図書掛)

@ ゆもと けいこ @ 

@大図研京都赫つなぎ第35自 由本 慶子さん @ 

@一...一 88一@ー..ー@ー...-・..一..一@一@・・-.・-.-..

一一
子供のおかげア

C白;二 、に:三Jテ瓦二i;;~f".<i之さ

¥ご竺11さふ笠谷

「エネルギー科学研究科図書の由本ですJ と自己紹介しますと、同じ京大内の方でもえ

つ?という顔をされる方がいらっしゃいます。それもそのはず、去年 10月に異動した l 

ところは、図書室がない独立研究科だったのです。

現在開室にむけ、利用者にいろいろなサービスができるよう、また業務を円滑に進めら

れるよう準備を進めているところですが、その忙しさを感じながらも、心の片隅で自分の

ことを図書館(室)という場所と図書館資料とそして利用者から切り離されて、糸の切れ

た凧みたいに、頼りなくふわふわと漂っている図書館職員だなと感じております。

その私の所属しております研究科は、図書室だけでなく、研究科としての独立した施設

もありません。構成員も京都市内吉田にあるキャンパスだけでなく、宇治市内にある字治

キャンパス等広範囲に分散しており、いざ開室後の業務を考えますと物流をどうしてゆく

かが大きな問題になっていますc また、既存の資料の蓄積もなく、予算の隈られている中、

物理的に離れている構成員にどれだけのサーピスができるかも大きな問題です。溢れてい

る問題に、ついついため息をつきたくなるのですが、この状況で何ができるかを模索・実

行していき、自前の図書室ができたことをアピールていけたらいいなと思っています。

し・ご・との話は休題します。(長く書くつもりではなかったのですが、ついリキが入

ってしまいます)家では小さい子供がいて、自分用の本はちっとも読む暇がありませんが、

珍しいことに眠る前の本読みタイムだけは日課として続いているので、絵本だけは読む機

会に恵まれています。黙読とは違い口に出して読みますと、ととほのリズムがここちよく

感じられ、響きあって安眠すること請け合いです。子供は気に入った本は何度も何度も繰

り返し読みたがります。大人の本だと飽きて苦痛になるところでしょうが、なぜか絵本だ

と何十回読んでもその都度新鮮なのも不思議です。上の子は小学校に入り、読む本もそれ

までのいわゆる絵本から、「じがいっぱいあるほん」に移行しつつあります。私の子供の

填と比べますとおもしろい本もいっぱい増え、岡田淳さんの本など私が読みたいがために、

子供に買い続けている本もあります。時代というより、私個人の環境が特殊だったのでし

ょうか、小さい頃は少年少女世界名作全集みたいな本しか周りになかったような気がしま

す。ああいった全集も、たまにひもといてみたりしますと、子供の頃読んだのとは違う印

象をいだいたり、違う箇所で感動したりするのも面白いです。根が無精で新規分野の開拓

をめんどくさがるものですから、子供のおかげで読書分野が自然に広がってゆくことにと

ても感謝しています。これから子供が大きくなるにつれ、次はヤングアダルト本やファン

タジ一本が一緒に読めるのではと期待しているこの頃です。
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